
しず おかせいちゅう

鈴木 健太さん
【プロフィール】
創業88年の老舗組紐事業所の4代目。同
業者が次々と廃業していく中、「残り続
ける」選択をした先に新たなビジネス
チャンスを見出した。地域×組紐の可能
性を掛け合わせたアイデアで、自社ブラ
ンドの構築に挑戦する姿勢は、共に働く
社員の意識にも前向きな変化をもたら
している。2026年2月、クラウドファン
ディングに向けて準備中。
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者に紐の魅力や価値を知ってもらえ
る商品ブランドを立ち上げてほしい」
という課題を社長から与えられまし
た。入社当初は何から手をつければ
よいか分からず、3 年ほど経ち工場
の一連の仕事の流れを覚えた頃、い
よいよ本格的に考えなくては…と思う
ようになりました。

新事業に取り組む上で
大変だったこと　
藤枝市で紐屋は 1 社のみとなりま
したが県内には 7～ 8 社ほど、全国
ではもっとたくさんあります。ただ紐
を作って売るだけでは選ばれない時
代です。付加価値をどう見出すのか
が最大の課題でした。素材や色など
無数に紐がある中で、当社の紐は何
が違うのか、差別化してどの市場を
狙っていくのかというところも分かり
ません。地域のブランドとしてどう打
ち出し、地域と組紐をどう結びつけ
ていくのか、その道筋も見えていま
せんでした。そこで、知り合いの経
営者や成功している人の話を聞きに
行き、書籍やYouTubeなどで知見を
インプットしていきました。しかし情
報を入れているだけで、全然答えは
見つかりません。
そんな時に一歩踏み出すきっかけ
となったのが、藤枝市のクラウドファ
ンディングのセミナーに参加したこと
でした。講師の「さくら棒」の山口毅
雄さんがクラウドファンディングで成

功し、その後も精力的に事業に取り
組んでいると聞き、同年代の人が頑
張っているのだから自分も何か足跡
を残したいと思ったのです。そこか
ら本格的に何を作ったらいいのか真
剣に考え始め、4つほど企画案を出
しましたがどれも決め手に欠けてい
ました。後に「藤の緒」というアイデ
アに辿り着いたものの、その先のブ
ランディングまでは自力では限界が
あると感じ、エフドアに助けを求め
ました。まだ本当にぼんやりとしてい
た企画書でしたが、中央会や市の産
業政策課、観光協会などを紹介して
もらいどんどん具体的に動き始めた
のです。

新事業に取り組んで
よかったこと
中央会のサポートを受け、再生リ
サイクル繊維を活用した組紐で経営
革新を取ることができました。また市
の産業政策課とのつながりをきっか
けに、11 月に開催された「産業フェ
ス」に参加できました。自社ブランド
「藤の緒」を始めてみて、想像以上
に周囲から応援してもらえていること
に驚いています。「がんばって」「応
援しているよ」と身内だけなく社員の
みんなから声をかけてもらえるように
なりました。「産業フェス」では休日
にも関わらず、役に立てるならとほ
ぼ 9割の社員が手伝いに来てくれて、
自社ブースのワークショップもおかげ
さまで大盛況でした。自分たちが生
産に携わっているモノが消費者のみ
なさんに喜んでもらえる…その実感
が嬉しかったのだと思います。楽し
かったという声と同時に、改善に向
けた意見もたくさんもらいました。私
自身も本当に嬉しく、これまで社長

が築いてきた会社の土台があったか
らこそだと、改めて感じた機会でも
ありました。

これからの夢や目標
観光協会とのつながりをきっかけ
に、自社商品「UNITECODE」が誕
生しました。初めてお会いした際に
商品の話をしたところ、藤枝はサッ
カーが盛んで高校からJリーグまで多
くのチームがあるから、その視点で
やってみないかという提案をいただき
ました。それまで「応援グッズ」とし
て使うストラップコードという発想が、
なぜか全くなかったのですが、「推し
活」も流行っていると聞いて納得し、
すぐに試作に取りかかりました。数
種類の試作品を作り、観光協会にい
る順心サッカー部の卒業生に選んで
もらいました。スポーツのイメージに
合う柄やユニフォームに合わせた色
を使い、全国大会で順心サッカー部
の関係者に身に着けてもらうのはど
うかという嬉しい提案も受けました。
この出会いが大きな起点となり、進
むべき方向性や差別化の軸、狙う市
場、地域ブランドとして何を打ち出し
ていくのかという課題が次 と々クリア
になっていきました。自分ひとりで抱
え込んではダメだと痛感し、人との
繋がりやご縁がとても大事なのだと
改めて勉強になりました。
今後はこの「UNITECODE」が他の
チームや他のスポーツ、さらにはアー
ティストのファングッズへと広がりを見
せてくれたら本当に嬉しいです。ロゴ
やネーミングも楽しみながら考えまし
た。この半年間は本当によく考え抜
いた濃密な時間でした。まさか、こ
んなふうにカタチになるとは思ってい
ませんでした。この「UNITECODE」
を広めるために、これからクラウド

ファンディングにも挑戦していきま
す。買ってくれた人がどういう場面で
使用するのかを想像しながら、素材
を選び工夫することが製品作りの楽
しさのひとつです。また、お客様か
らのフィードバックを踏まえて、どん
どん進化させていく過程そのものも
楽しんでいきたいです。

エフドアを
これから利用する人に　
様々な分野とのパイプをつないで
くれたことは本当に助かりました。自
力で進めていたら、そこにたどり着く
までに相当な時間が必要です。初対
面でいきなり話を持ち掛けても、受
け入れてもらえなかったかもしれませ
ん。エフドアが間に入ってくれること
で話がスムーズに進み、こちらもそ
れに応えなければと動いていたら想
像以上のスピードでカタチになり、
とても感謝しています。また他者と
話すことで頭の中が整理され、アイ
デアが言葉や文章になっていきまし
た。決して簡単ではありませんでした
が、企画書もスムーズにまとめること
ができたと思います。悩んで立ち止
まるより、早く誰かに頼った方がい
い。では誰を頼るのかと考えた時に
エフドアがあります。アイデアを生み
出せる人は世の中にたくさんいます
が、一歩踏み出して行動できる人は
多くありません。失敗を恐れすぎず、
まずはエフドアを訪ねてみてほしいと
思います。

新事業までの道のり
会社は創業して88 年になります。
現社長が 3 代目、引き継げば自分が
4代目です。組紐はもともと藤枝の地
場産業で、かつては町のあちこちに
工場がありました。農業のかたわら、
農閑期に操業していた事業所も結構
あったようです。当社は初代から一
貫して紐づくりだけを続けてきまし
た。当時の主な製品はブラインドコー
ドとゴム紐で、ゴム紐は自転車の荷
台に荷物を固定する際によく使うも
のです。商社から依頼を受けて製造
し、商社へ納めるBtoB が中心の事
業形態でした。現在はアウトドア用
途のパラコードやガラス繊維を用い
た工業用資材も手がけています。
私が会社に入ったのは約 5 年前。
それまでは富士市の自動車販売会社
で採用担当をしていました。市内の
同業者が次々に閉業を決断していた
頃、父である社長から会社の将来に
ついて相談されました。競争が激し
い時は利益を出すのが難しい状況だ
が、一社のみになり紐屋としての存
在価値がある時に引き継げると思う
からやってみたらどうかと。そこで続
ける選択をしたことで同業者から顧
客を引き継ぎ、取引先が倍に増えま
した。子どもの頃から見慣れた工場
ではあるものの繊維に関する知識は
全くなく、仕事をしながら毎日が勉
強でした。「これからは、一般消費
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